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雑誌業務の特徴

• 基本的に「年間予約購読」
• 継続的な購読が前提
• 年間スケジュールがはっきりしている
• 期限に間に合う処理が必要
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電子リソースとは？

• インターネットを通じて配信される電子化さ
れた学術情報
– 文献データベース（二次情報）
– 文献そのもの（一次情報）：電子ジャーナル、電子ブック
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冊子と電子（予算面から）
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文部科学省（旧文部省）「学術情報基盤実態調査結果報告」（旧「大学図書館実態調査結果報告」）による
〔JUSTICE事務局作成〕

http://www.nii.ac.jp/content/justice/documents/



冊子と電子（利用面から）
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「学術情報の利用に関する調査 2014」調査結果速報版
http://www.screal.jp/



冊子と電子の比較（利用者側から）
業務内容 冊子 電子

入手スピード 輸送時間などがかかる 基本的にタイムラグがない

利用場所・時間 図書館の利用条件による 図書館の外でも24 時間使える

複数人の同時利用 不可 多くの場合可能

利用に必要なノウハ
ウ・スキル

OPAC などの目録を検索する方
法

検索方法，提供ポータルの使用
方法

将来的な利用の保証 手元にモノがあるため安定 コンテンツは提供側にあるため
不安定

その他 ブラウジングがしやすい
・本文検索や他論文へのリンク
アウトが可能
・動画・音声など表現の多様性
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参考：『電子資料契約実務必携』



冊子と電子の比較（図書館員側から）
業務内容 冊子 電子

受入業務 1 冊ごとの受入業務が発生，欠
号の督促が必要

業務発生せず
欠号は生じない
アクセスチェック・アクセス障
害対応が必要

購入単位 タイトル単位
タイトル単位
パッケージ単位
論文単位

購入予算の出所 研究室や学科単位など，購入し
たいところがそれぞれ支出

部局予算
共通経費→学内調整が必要

物理的スペース 必要→書架狭隘化対応が必要 不要

目録業務 受入ごとに所蔵を修正 毎年，利用可能タイトル・範囲
を確認・管理

利用統計 取得困難 取得可能
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冊子体の業務フロー
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購読予約調査

契
約

提
供

レート・
価格の確定

① 購入タイトルの選定 ₋ 部局への購読予約調査

₋ 見積合わせ/入札
₋ 総代理店/指定代理店

₋ 10月頃(外国雑誌）

₋ チェックイン（検収）
₋ 未着欠号処理

⑤ 契約
⑥ 支払

② 代理店の選定

③ 購読予約（発注）
④ レート・価格の設定

⑨ 保存

⑦ 納品

₋ 目録データ管理
₋ 製本

⑧ 精算（戻入）



電子ジャーナルの業務フロー
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購読予約調査

契
約

提
供

分
析

₋ タイトル/パッケージ選定や
予算再配分への活用

レート・
価格の確定

① 購入タイトル/パッケージの選定 ₋ 共通経費に係る学内調整
₋ 部局への購読予約調査

₋ 見積合わせ/入札
₋ 総代理店/指定代理店

₋ 10～12月/2～3月

₋ ナビゲートの整備
₋ アクセス障害対応

⑤ 契約
⑥ 支払

② 代理店の選定

③ 購読予約（発注）
④ レート・価格の確定

⑨ 利用統計取得

⑦ アクティベート

⑧ アクセスチェック

₋ 版元サイトでの利用者登録
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購入タイトル/パッケージの選定
（筑波大学の例）

フレッシュパーソンセミナー
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予算 選定方法
部局経費 毎年6月頃に部局に対して行う購入希望調査の回答に基づ

き決定
₋ 複数部局での分担購入の場合、各部局の負担割合に係
る部局間の調整は図書館が行うことも

₋ 図書館経費 学生用雑誌，共同利用学術
雑誌等については，図書館
運営委員会で決定
₋ 3年程度を目安にタイト
ルの見直しを実施

（全学）共通経費 全学的に決定された整備方針に基づき，図書館運営委員
会で決定
₋ 3年程度を目安に整備方針の見直しを実施

学内調整の
必要性



電子ジャーナルの契約モデル
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•必要なタイトルのみを選択（従来の冊子体購読の延長）

•冊子＋電子購読、電子オンリー購読等

個別タイトル契約

•各出版社や学会の発行する雑誌を全タイトル、または分野別タイトル
等のパッケージで契約

パッケージ契約

•論文単位で料金を支払って利用

Pay per View契約

•複数の出版社のタイトルを横断的に集めたパッケージ
アグリゲータ契約

•パッケージ契約に含まれないバックナンバーを別途契約

バックファイル契約



電子ジャーナルの
価格設定にかかわる要素

• 過去の購読規模（⇒Big Deal）
• 大学の形態やサイト数
• FTE
• 過去の利用実績
• 同時アクセス数
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Big Deal契約とは

• これまでの購読誌の料金に加え、少額
の「非購読誌へのアクセス料金」を支
払うことにより、非常に多くのジャー
ナルにアクセスができるようになる契
約方法
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非購読誌へのアクセス料金

支
払
額

従来から
購読している
雑誌（購読誌）

利
用
で
き
る

タ
イ
ト
ル

従来購読して
いない雑誌

（非購読誌）

従来から
購読している
雑誌（購読誌）



電子書籍の契約モデル

•買い切り型

•年間購読型
• PDA(Patron-Driven Acquisition)

契約モデル

•出版社が自社のタイトルを提供

•アグリゲータが複数出版社のタイトルを提供

提供元

•タイトル単位

•分野・出版年によるパッケージ

契約単位

•同時アクセス数

•ダウンロードオプション

特徴

16



代理店の選定～契約・支払い
• 総代理店/指定代理店の確認
• 見積合わせ/見積競争/一般競争入札
• 契約書/Lisence Agreementの取り交わし
• 価格確定

– 為替の影響

• 前払い/後払い
– 前払いの場合、契約期間終了時に精算（戻入）することも

• 海外電子コンテンツへの消費税課税
– リバースチャージ（大学が申告・納税）
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冊子体の管理
• チェックイン（検収）
• 配架
• 未着・欠号管理
• 目録データ管理

– NII書誌調整/情報提供等
– 所蔵データのメンテナンス

• 製本
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電子ジャーナルの管理
• アクセス確認
• アクティベート：電子ジャーナルを利用できる
ようにするための利用者登録を行う作業

・アクセス障害対応
・利用規約違反（大量ダウンロード等）対応
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ナビゲーションの整備①
タイトルリスト、リンクリゾルバ

• タイトルリスト
電子情報資源管理ツールとして製

品化 されているものが多く使われ
ている（ex. 360Core, EBSCO AtoZ, 
SFX AtoZ)
₋ URLや利用可能範囲の変更時に
システム側で新情報に更新

₋ パッケージのタイトルリストが
用意されており,タイトルを逐一
入力する必要がない

• リンクリゾルバ
- 利用者にとって最適な文献や
サービスへのリンク先を提供
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ナビゲーションの整備②
検索システムへの登録

• OPACへの登録
- URLや利用可能な出版年や巻号の範囲など必要な情報を登録
- 冊子と電子を一括して検索可能に

• ディスカバリーサービス
各種リソースを特定のキーワードで同時に検索
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参考：ERDB-JP

• https://erdb-jp.nii.ac.jp/
• 2015年4月1日公開
• 日本で刊行された電子ジャーナ
ル・電子書籍のデータを集積し
たオープンなナレッジベース

• 大学がパートナー機関となって
登録

• 活用
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- データの一括エクスポート機能を利用した商用ナレッジベースでの活用
- CiNii Booksと連携させた電子ジャーナルリンク提供

https://erdb-jp.nii.ac.jp/


利用統計の取得と活用
• ベンダーが設定する利用統計取得サイトにログ
インして取得

• COUNTERのCode of Practice
– 2002年に設立された非営利団体COUNTER（Counting Online Usage of NeTworked

Electronic Resources）により定められた実施規則
– 利用統計データの形式・定義・内容が統一されたことで，異なるベンダーによるデータの比
較，信頼性の高いデータの利用が可能

• 活用
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利用実体・状況の把握
・資料選定
・予算の有効な再配分
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学術雑誌の価格上昇の要因
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市場の
特殊性

① 学術雑誌は代替が存在しない特殊な商品
② 競争が成立しない特殊な市場

論文数の
増加

① Big Scienceによる研究の活性化
② 競争的資金の拡大による研究費増加
③ 論文の発表数や発表先雑誌を指標とする

研究業績システムの確立
→ 流通コスト（査読や編集の費用）の

増加

商業出版
社の市場
寡占

買収による市場の寡占化
→ 商業出版社が有利な条件を強要しやすい

状況

新たな
機能開発

研究者とそれを支援する図書館からの利便性
向上のニーズ増加
→ 使いやすい機能やサービス（検索，

論文リンク，タブレット対応等）を
提供するための開発費上乗せ

http://lj.libraryjournal.com/2016/04/publishing/fracki
ng-the-ecosystem-periodicals-price-survey-2016/



大学図書館コンソーシアム連合
（JUSTICE）

• 設立:2011年4月
国立大学・公私立大学の
コンソーシアムを統合

• 目的
電子ジャーナル等の電子
リソースに係る契約，管
理，提供，保存，人材育
成等を通じて，わが国の
学術情報基盤の整備に貢
献する

• 会員館： 532館
（2016/7/26現在）

http://www.nii.ac.jp/
content/justice/
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運営委員会・事務局（H2８年度）
運営委員会委員：15名
作業部会委員＋作業部会協力員：33名
事務局職員：3名
実務研修生：1名(8/3-10/7)

http://www.nii.ac.jp/content/justice/
http://www.nii.ac.jp/content/justice/


• 活動内容
– 契約条件に関する出版社との交渉

• コンソーシアムが窓口になって一元的に交渉
• 購買力・交渉力強化

– 版元提案説明会の開催
– 勉強会・事例報告会の実施
– 契約状況調査の実施
– 電子ジャーナルのバックファ

イルや電子コレクション等の拡充
– 広報誌『jusmine』の発行
– 国内電子書籍に関する検討

チームの設置・検討
– 国内研究者による論文公表に関する実態調査

JUSTICEの活動
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提案書：出版社からコンソーシアム
向けに提示される，契約の際に必要
となる条件の一覧
製品の内容、契約価格とその算出方法、購読規模
維持条件の有無、price cap/価格上昇率、契約
終了後のアクセスの可否、認証方法、ILLの可否等
が記載されている
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オープンアクセス（Open Access)

フレッシュパーソンセミナー 30

定義

背景

査読された雑誌論文の国際的，電子的流通および
無料で制約のないそれら論文へのアクセス

商品としての
学術雑誌の特殊性

シリアルズ
・クライシス

研究者が論文を書くのは、
経済的な直接の利益のため
ではなく、多くの研究者に
読んでもらい引用してもら
うことにより、研究者とし
ての評価や地位の向上につ
なげるため
→OAという形態が最適

学術雑誌の恒常的な価格上
昇が大学図書館の雑誌購読
費の増大を招き、購読でき
るタイトルが減少

→危機を脱する手段として
のOAを求める声の高ま

り

公的資金（税金）による研
究の成果は無償で公開され
るべき、というパブリック
アクセスの思想

→研究成果＝学術雑誌論文
はOAにすべきもの

Budapest Open Access Initiative. http://www.soros.org/openaccess

納税者の
権利意識



オープンアクセス

グリーンOA

セルフ・アーカ
イビング

プレプリント・
サーバ

機関リポジトリ
研究助成機関の
アーカイブ

ゴールドOA

オープンアクセ
ス・ジャーナル

ハイブリッド型
著者支払型

(Full OA)
購読料振替型

学術情報（論文）に対して誰
もが自由に閲覧可能な状態

著者が論文原稿を登録し、
利用可能にする方法

著者の論文掲載料に
よる刊行経費負担

分野別にプレプ
リントを登録し
たもの。
arXiv.orgなど。
ｒｒ

大学等によりそ
の構成員が成果
物を登録し、提
供するもの。

助成を受けた研
究成果のOAを
義務付けたもの。
PubMed 
Centralなど。

論文のOAをオ
プションにした
雑誌。Springer
OpenChoice
など。

論文掲載料を著
者支払い
（APC）とした
雑誌。BioMed
Central社など。

購読料を振替え
て雑誌の刊行費
にあてるもの。
SCOAP3

オープンアクセスのタイプ

作成：関川雅彦氏(平成26年度フレッシュパーソンセミナー資料より)



APC：Article Processing Charge

従来の購読誌の費用負担モデル

オープンアクセス・ジャーナルの費用負担モデル

フレッシュパーソンセミナー 32

著者 出版社 読者
＝購読者

投稿

アクセス権雑誌

著者 出版社 読者
＝購読者

投稿

雑誌

雑誌

論文掲載料
（APC）

購読料

無料公開

手続きや支払い
は図書館の仕事

手続きや支払いは
図書館の仕事・・・？



APCと購読料
• Double-Dipping（二重取り）の指摘
• オフセット（相殺）

⁃ APCの支払額に応じて購読費を差し引き
⁃ 購読契約している機関の著者に対してAPCを割引

• 購読契約とAPCの包括契約
- SpringerとVSNU(オランダ大学協会）, JISC(英国情報システム合同委
員会）,マックスプランク協会（ドイツ）etc..

- VSNUはElsevier,Wileyとも合意

• 日本は？
- 各大学はAPCの支出額把握しきれていない
- 論文公表実態調査（JUSTIE)

フレッシュパーソンセミナー 33



基礎知識取得のために
■『電子資料契約実務必携』
平成24年3月発行。
JUSTICE Webサイトの会員館限定ページで最新版公開
http://www.nii.ac.jp/content/justice/

 カレント・アウェアネス・ポータル
http://current.ndl.go.jp/

 「情報管理」/ STI Updates（学術情報流通ニュース）
http://jipsti.jst.go.jp/johokanri/
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